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調査の⽅法
• ⽬的

新型コロナウイルス感染症の影響により、
どの程度の診断・治療の遅れが⽣じたの
かを明らかにする。

• 実施時期
2022年9⽉28⽇依頼
2022年10⽉24⽇提出期限

• 調査対象
2017〜2021年診断症例（国⽴がん研究セ
ンターに提出した症例）

• 調査項⽬
右に⽰す24項⽬

• 集計・分析
年別・⽉別の登録数と治療開始までの⽇
数を集計・分析（全施設合計・施設別集
計）
＊ 部位の区分については、がん検診の対象部位
（胃、⼤腸、肺、乳房、⼦宮頸部）とし、原発部
位の局在コードと形態コードを使い、全国集計と
同様の⽅法で分類

項⽬名
1 性別
2 診断時年齢
3 原発部位《局在コード》
4 原発部位《形態コード》
5 診断⽇
6 診断施設
7 治療施設
8 症例区分
9 来院経路
10 発⾒経緯
11 進展度（治療前）
12 進展度（術後病理学的）
13 外科的治療の有無
14 外科的治療の施⾏⽇（⾃施設）
15 鏡視下治療の有無
16 鏡視下の施⾏⽇（⾃施設）
17 内視鏡的治療の有無
18 内視鏡的の施⾏⽇（⾃施設）
19 放射線療法の有無
20 放射線療法の施⾏⽇（⾃施設）
21 化学療法の有無
22 化学療法の施⾏⽇（⾃施設）
23 内分泌療法の有無
24 内分泌療法の施⾏⽇（⾃施設）
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収集症例数
2017 2018 2019 2020 2021 総計

宮城県立がんセンター 1,907 2,001 1,983 1,993 2,032 9,916

東北大学病院 3,533 3,633 3,999 3,651 4,016 18,832

東北労災病院 1,200 1,279 1,199 1,150 1,215 6,043

仙台医療センター 1,825 1,816 1,894 1,814 1,910 9,259

東北医科薬科大学病院 1,272 1,430 1,446 1,497 1,741 7,386

大崎市民病院 1,968 1,970 2,023 1,992 2,122 10,075

石巻赤十字病院 1,975 2,047 1,976 2,061 1,959 10,018

みやぎ県南中核病院 802 882 984 852 927 4,447

総計 14,482 15,058 15,504 15,010 15,922 75,976
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収集症例数と責任症例数
2017〜2019年

平均 2020年 2021年

症例数 15,015 15,010 15,922

前年との差 − ‐5 907

差% − ‐0.03% 6.08%
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収集症例数

2017〜2019年
平均 2020年 2021年

症例数 12,352 12,573 13,414
前年
との差 0 221 841

差% 0 1.79% 6.69%

責任症例数
…⾃施設診断で⾃施設治療開始または治療継続
もしくは、他施設診断で⾃施設治療開始または治療継続の症例
以下、この責任症例を対象として集計

コロナの流⾏にも関わらず、がん登録の症例は増加



１ 全施設合計・責任症例数
3⽉、6⽉、11⽉の３つのピークがあった。
このことが全体の増加につながった。
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１ 全施設合計・責任症例数・男⼥別
男⼥ともに2021年は増加した。
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１ 全施設合計・責任症例数・男⼥別
男⼥別でみても、3⽉、6⽉、11⽉の３つのピークがあり、性別による違いはなかった。
男性では7〜9⽉も⾼い値を維持した。
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１ 全施設合計・責任症例数・年代別
年代別では、60代〜80代での増加が、全体の増加に寄与。
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１ 全施設合計・責任症例数・年代別
増加した60代〜80代を⽉別で⾒ると、3⽉〜5⽉、11⽉に増加。
70代では、すべての⽉で増加していた。
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１ 全施設合計・責任症例数・部位別
26部位中18部位で増加、8部位で減少。
がん検診実施部位の中では、⼦宮頸部がわずかに減少した。
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１ 全施設合計・責任症例数・部位別
胃、⼤腸、肺は3⽉、6⽉、10〜11⽉にかけて3〜4回のピーク。
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１ 全施設合計・責任症例数・部位別
乳房と⼦宮頸部も、3〜4⽉、7〜8⽉、10〜11⽉にかけて2〜3回のピーク。
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１ 全施設合計・責任症例数・発⾒経緯別
がん検診等（健康診断、⼈間ドックを含む）は増加し、2017‐2019年を上回り、

他疾患の経過観察中の発⾒は、2年連続で増加。
その他（症状ありでの受診含む）は減少。
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１ 全施設合計・責任症例数・発⾒経緯別
がん検診等は、1〜4⽉が増加し、5〜8⽉が減少し、他疾患の経過観察中の発⾒は、

年間を通じて増加。その他（症状あり受診を含む）は6〜10⽉で減少。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
上⽪内、限局、領域、遠隔転移のすべてが増加し、いずれも2017〜2019年を上回った。
2017〜2019年、2020年、2021年の各年での全体に占める遠隔転移の割合は、それぞれ14.5%、

14.4%、14.4%であり、⼤きな違いはなかった。
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悪性リンパ腫、多発性⾻髄腫、⽩⾎病、他の造⾎器腫瘍を除いて集計



１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
がん検診実施部位のうち、胃では、限局、領域、遠隔転移のすべてが増加し、いずれも2017

〜2019年を上回った。
2017〜2019年、2020年、2021年の各年での全体に占める遠隔転移の割合は、それぞれ11.3%、

10.5%、11.6%であり、いったん減少し、増加していた。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
上⽪内、限局、領域、遠隔転移のすべてが増加し、上⽪内以外は2017〜2019年を上回った。
2017〜2019年、2020年、2021年の各年での全体に占める遠隔転移の割合は、それぞれ15.5%、

12.7%、14.4%であり、いったん減少し、増加していた。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
上⽪内、限局、遠隔転移が増加し、いずれも2017〜2019年を上回った。
2017〜2019年、2020年、2021年の各年での全体に占める遠隔転移の割合は、それぞれ19.3%、

18.6%、16.6%であり、減少傾向にあった。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
上⽪内、限局、遠隔転移が増加し、いずれも2017〜2019年を上回った。
2017〜2019年、2020年、2021年の各年での全体に占める遠隔転移の割合は、それぞれ15.6%、

15.6%、14.3%であり、横ばいから減少傾向にあった。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
上⽪内のみが増加し、2017〜2019年を上回った。
2017〜2019年、2020年、2021年の各年での全体に占める遠隔転移の割合は、それぞれ20.1%、

20.2%、17.1%であり、横ばいから減少傾向にあった。
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まとめ１
全施設での症例数

• 診断・治療を担った責任症例は、 2017‐2019年の平均と⽐較す
ると、2020年は1.79%の増加に対し、2021年は6.69%の増加。

• ⽉別では、3⽉、6⽉、11⽉の３つのピークがあった。
• 男⼥別で違いはなく、60代〜80代での増加が全体の増加に寄与
していた。

• 26部位中18部位で増加。がん検診実施部位の中では、⼦宮頸部
がわずかに減少した。

• がん検診等による発⾒は2020年よりも増加し、2017‐2019年の
平均を上回った。

• 進展度別では、上⽪内、限局、領域、遠隔転移のすべてが増加
し、いずれも2017〜2019年を上回ったが、がん検診実施部位で
⾒ると、胃及び⼤腸では、遠隔転移の増加率がいったん減少し、
増加していた。
2021年は、症例数が増加していた。がん検診実施部位の中で、
胃及び⼤腸では、遠隔転移の増加率の変動があった。今後の動
向に注意する必要があると考えられた。 21



２ 全施設合計・診断から治療開始までの⽇数
予想に反して2020年は短縮したが、2021年は⽇数が増加に転じた。

22

〇全治療
…観⾎的治療または⾮観
⾎的治療のいずれかを実
施したもの。
〇観⾎的治療
…外科的治療、鏡視下治
療、内視鏡的治療のいず
れかを実施したもの。
〇⾮観⾎的治療
…放射線療法、化学療法、
内分泌療法のいずれかを
実施したもの。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの⽇数
⽉別に⾒ると、4⽉以降増加し、2017‐2019年と近い値で推移していた。
内視鏡的治療と内分泌療法は、低めの値で推移した。



２ 全施設合計・診断から治療開始までの⽇数
男⼥別では、男⼥とも多くの治療で⽇数は増加
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの⽇数
年代別では、20歳未満で、⾮観⾎的治療（放射線療法、化学療法）で増加。
20〜30代では、観⾎的治療（外科的治療、鏡視下治療）、放射線療法で増加。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの⽇数
40〜60代では、内分泌療法を除くすべての治療で増加。
70代では、内視鏡的治療と内分泌療法を除くすべての治療で増加。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの⽇数
26部位中16部位で2020年よりも増加し、10部位で減少した。
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まとめ２
全施設での治療開始までの⽇数

• 予想に反して2020年は短縮したが、2021年は⽇数が増加に転じ
た。

• 治療法別では、内視鏡的治療と内分泌療法を除き、増加した。
• ⽉別に⾒ると、4⽉以降増加し、2017‐2019年の平均と近い値で
推移していた。

• 男⼥別では、違いはなかった。
• 年代別では、各年代で⽇数が増加している治療が確認され、次
のような違いがあった。
 20歳未満…⾮観⾎的治療で2017‐2019年よりも⽇数が増加
 20代以上…観⾎的治療などで2017‐2019年よりも⽇数が増加

• 26部位中16部位で2020年よりも増加していた。
2021年は、治療開始までの⽇数は増加傾向にあることが確認さ
れた。コロナの流⾏により、がんの治療開始に遅れが出ている
可能性が考えられた。
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